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NHK高校講座における放送教育の研究  

－「スモールステップ法」導入による学習効果－  

ＮＨＫ学園高等学校  

鈴木  祐     宮坂  恵美子     鈴木  彩日  

 

Ⅰ はじめに 

 

本校においては、生徒は日常「NHK高校講座」の放送を視聴することにより、スクーリング出

席時間数の減免を適用している。そのことにより、毎日の登校が難しい生徒も無理なく学習を進

めることができ、単位を修得して卒業を手にしている。「ＮＨＫ高校講座」の視聴は本校の学習の

生命線でもある。この学習方法による実績のもとに、本校では基本方針としてＮＨＫの放送番組

を一層活用した学習活動の展開を検討、実施していくこととしている。  

２０２２年度からはこの基本方針をふまえ、新カリキュラム科目から「ＮＨＫ高校講座」とレポー

トとの連動とした教材設計を進め、放送回に応じてレポート課題を細分化して学習を進める「ス

モールステップ法」を導入している。 

 

Ⅱ 本校の概要  

 

１．沿革  

ＮＨＫ学園高等学校は、昭和38 年にわが国で初めての広域通信制の高等学校として開校

し、２０２２年度に創立６０周年を迎えた。高等学校通信制課程の本校を東京都国立市に置き、

北海道から沖縄まで全国４０ヶ所以上のスクーリング会場を設置している。  

面接指導は東京本校、協力校、指導施設の他、集中スクーリングで行っている。また、併修生、

特科（教養コース）を併置している。 

生徒の多様な学習スタイルにあわせて、本校では「スタンダードコース」「ライフデザインコー

ス」「登校コース」を設置している。  

日常はテレビやラジオやインターネットでＮＨＫ高校講座の放送を視聴しながら、月々にレポート

を提出し、決められたスクーリングに出席し、定期試験を受けて単位を修得していくシステムであ

る。レポート提出は、インターネットおよび一部の科目については郵送で行っている。時代の要請に

応えて、新しい教育方法の開発とＮＨＫの放送番組の利活用を積極的に進め、本校の存立の使

命を果たすべく、研究開発を進めている。  

本校は、学習意欲のある人に対して、のびのびと学習できる機会を提供し、自ら学ぶ心と自主

性を育成して、生涯学習時代に対応できるような学習指導を推進している。また、能力・適性・進

路・興味・関心が多様化し、学力に幅がある現代の生徒の実態に合わせ、個性を尊重し、個人

差に応じて柔軟に対応しながら、学ぶ意欲を高め、基礎的な学力を確実に身につけることを主

眼とした学習指導を推進し、全体的な教育水準の向上に努めている。これまでに  81,100人を

超える卒業生を送り出してきた。 

現在は、約３０００人の生徒が、全国、そして世界各地で学んでいる。生徒層は年齢的にも幅

広く、中には大勢の中での学習が苦手な生徒や、海外でスポーツ活動や芸術活動をしながら学

習する生徒も在籍している。 
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２．スクールミッションおよびスクールポリシー  

スクールミッション 

 ＮＨＫと連携し、放送やインターネットなどの多様なメディアを利用することで、学ぶ意欲と高校卒業

の意思を持つ人に、「いつでも、どこでも、だれにでも」学ぶ機会を提供し、自立して未来を生き抜く

ための基盤となる力を身につけていく学校  

 

スクールポリシー 

グラデュエーションポリシー（育成をめざす資質・能力に関する方針）  

私たちは、本校に入学した生徒一人一人に、以下の資質・能力を育んでいきます 

• 基礎・基本の学力（知識・技能）と生活習慣、自学自習の学習スタイル 

• 自分で考え、選択し、表現できる力（主体的に思考・判断・表現できる力）  

• 自分を理解し認めることができる力（自己理解と自己肯定の力）  

• 他者を理解し尊重できる力（他者への想像力と共感力、寛容の精神）  

• 社会の中で自らの役割を見出し、多様な人々と関わり協同できる力（社会性とコミュニケー

ション力）  

 

カリキュラムポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）  

私たちは、以下の方針に基づいて教育課程を編成します（「学びの内容」）  

• 基礎・基本となる学力が身につく科目を中心に編成すること 

• 主体的な学びを促し、コミュニケーション力を高めるための学校独自の科目等を設けること  

（「総合的な探究の時間」の拡充、メディアリテラシーとコミュニケーションスキル）  

• 生徒が「やりたいこと」に出会えるよう、その多様なニーズ（多様な選択）に応えられる学び

の場を提供すること 

• 生徒が自己理解にもとづき積極的に進路を選択、決定できるよう、さまざまな指導機会を設

けること 

私たちは、以下の点に特に力を入れて教育活動を実施します（「学びの方法」）  

「自学自習」を実現するために、「NHK 高校講座」視聴、レポート課題、スクーリング、オンライ 

ン支援を効果的に結びつけた指導計画を策定・明示して、生徒を指導すること 

• 生徒の自由を尊重しつつ、オンライン学習システムも活用して、生徒一人一人の学習活動を

的確に把握し、対面やオンラインでの「声かけ」と「見守り」を通じて学習継続を支援するこ

と 

• 日常のレポート課題、年度途中の学習効果測定、さらに定期試験を通じて、学習意欲を引き

出す適切な評価をすること 

• 生徒を取り巻く環境に目を配り、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとも連携

して、チームによる学習支援を推進すること 

    私たちは、以下の点に力を入れて教育方法の改善を図ります（「新たな学びの開発」）  

ICT の更なる活用や NHK の番組制作者との更なる連携によって、個別最適な学習指導・ 

支援のための新たな方法を開発すること（学習ログの活用など）  

• 広域通信制ならではの全国の生徒がつながることができる教科指導や特別活動の新たな

形を開発すること 
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アドミッションポリシー（入学者の受け入れに関する方針）  

私たちは、以下の内容を満たした生徒といっしょに学んでいきます 

• 学びたい、高校を卒業したいという意欲と意思があること 

• 放送やネットを活用した本校の自学自習の学習の形を十分に理解し、それに取り組む意思

があること 

• 他者を尊重し、多様な価値観を認め合おうという気持ちがあること 

 

Ⅲ 研究内容  

 

１．これまでの経緯と変更点  

２０２１年度までは、複数の「ＮＨＫ高校講座」を視聴して１通のレポートを完成させ、提出する

スタイルをとっていた。 

２０２２年度開講の新カリキュラムの科目からは、１回の「ＮＨＫ高校講座」を視聴し、その範囲

で放送された内容のレポート課題に取り組み、完成させ提出する。これを１つの「ユニット」という

単位で区切った。１つのレポートは、１から９個のユニットで作成することができる。生徒は各ユニ

ットを全て提出することで、１回分のレポートを提出したと認められるスタイルに変更した。また、従

来はテレビやラジオ・番組のホームページ上で視聴をしていた「ＮＨＫ高校講座」を、本校の学習

専用サイトである「Ｎ－ｇａｋｕ  Ｏｎｌ ｉ ｎｅ  Ｓｐａｃｅ（以降、ＮＯＳ）」で視聴できるようにし、視聴す

ることによって、関連のレポート課題が表示され取り組めるようになるしくみにも変更した。 

 

 

これまでは、１つのレポートを提出するために３～６本のＮＨＫ高校講座を視聴し、教科書数十

ページの範囲の学習をまとめて行うイメージで、学習者にとってはかなりの負担が感じられた。そ

こで、スモールステップ法（細分化）を導入することにより、生徒は「ＮＨＫ高校講座」１回分を着

実に視聴して、その内容に関連するレポート課題に取り組み、提出できるようにした。このようにス

モールステップでの学習を積み重ねることにより、大きな課題をクリアできる。このように、少しずつ

課題に取り組み達成感を得ながら学習進めていくことが自信にも繋がっていくと考え、「スモール

ステップ法」を導入することとなった。 

ユニット７つの場合のスモールステップ例  
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今回の研究、調査にあたり、下記の推測・仮説を立てた。  

 

「ＮＨＫ高校講座」視聴のスモールステップ法（レポートの細分化）の導入により、学習意欲と

学習効果が向上する。 

 

本研究では、この仮説をもとにレポート内容を改変した。その結果について、アンケート調査お

よび旧来型レポートと細分化レポートとの評価比較を行い、その効果、課題等についての考察を

行った。 

 

 

２．レポート内容の改変例（英語 CⅠ）  

レポート内容の改変例について、「英語ＣⅠ」の科目を取りあげていく。スモールステップ法導

入により、１つのレポートを複数ユニットに分けるなかで、一度に取り組む問題量が少なくなる他、

新カリキュラムの学習評価に対応した課題構成にしたことにより、生徒の学習効果を期待する問

題を取り入れている。 

 ここでは、英語ＣⅠで学習効果を期待し取り入れた問題について、３つの事例をあげ、それぞれ

の事例の学習効果について考察する。 

 

（事例１）放送内容に基づいたレポート問題について  

各放送回の内容にもとづき、学園オリジナルのレポート課題を出題している。 

 

【例】  

「スモールステップ法」導入前は、最初に放送視聴課題がまとまっていた。 

 
 

 

 

放送視聴課題  
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スモールステップ法導入後は、放送視聴課題を各ユニットに散りばめている。  

 
 

スモールステップ法導入により、放送視聴後にその放送内容に紐づいた問題に取り組むこと

ができるようになった。これにより、１つのターゲットを１つのユニットに収めることで、文法事項の反

復学習などができるようになり、より知識が身につくことが期待できる。また、生徒のレポートの取

り組みからは、おおむねの生徒が理解できている様子であった。  

 

（事例２）放送内容の重要フレーズ出題について 

 教科書内容とは別に、日常生活で使える場面のフレーズについてレポートで出題している。 

 

【例】  

＜放送＞  

～NHK 高校講座  第 5 回放送～  

「過去の状態について説明してみよう」  

＜課題＞  

放送の中で、「あなたのスマートフォンは、キッ

チンの机の上にありました」と英語でいう時、

どのように表現するでしょうか。（   ）にあては

まる語を入れなさい。 

 

Your smartphone (      ) on the table 

(      ) the kitchen. 

 

 このような表現を覚えることにより、日常で使う表現を覚えることができる。生徒からの感想とし

て、「教科書以外の表現を知ることができてよかった」「日本語でもよく話している内容を英語で

伝えるとき、どうやって文を作るのかのヒントになった」などの意見があった。  

 

 

 

 

放送視聴課題  

放送視聴課題  放送視聴課題  

放送視聴課題  

ユニット５  

 

放送視聴課題  

ユニット３  

ユニット１  

ユニット２  

ユニット４  
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（事例３）放送内容での表現分野出題について 

 スクーリングでは、１コマ５０分で１レッスンを完結しなければならない。そのため、本文内容理解、

文法事項を指導することなどに時間を要することで、生徒が表現する時間が十分にとることがで

きない。そこで、放送内容より、コミュニケーションに関する部分を課題として出題することによって、

生徒が表現できる場を作った。  

 

【例】  

＜放送＞  

～NHK 高校講座  第 2 回放送～  

「自己紹介をしてみよう」  

＜課題＞  

英語で自己紹介をしてみましょう。  

「名前」・「出身地」・「好きな食べ物」・「その

他ひとこと」をそれぞれ書いてみましょう。  

 

生徒の取り組みについて、ほぼすべての生徒が英語で自分自身のことを表現することができて

いた。また、「その他ひとこと」について、自分の趣味や行きたい場所など自由に書くことができて

いた。中には文法の誤りやスペルミスなどがあったが、レポート内にコメントを付し、より良い表現

の仕方を提示するなどの指導をしている。  

 

 

３．アンケート調査  

調査対象  

 「スモールステップ法」の導入が既に終わっている科目（１年次生の科目）と、従来のレポート

単位で取り組む科目（２・３年次生の科目）を混在で履修している生徒、８１名にアンケートを実

施した。 

 

結果  

Q１  細分化したレポートと、されてないレポート、どちらが取り組みやすいですか。（８１名）  

 

 

 

 

 

58%

42% 細分化したレポート

細分化されていないレポート
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Q２  細分化したレポートが、取り組みやすい理由は何ですか？  

（Q1 で「細分化したレポート」を選んだ４７名）  

 

Q3 気軽に取り組める理由は何ですか。  

（Q2 で「１ページの問題の量が少なくなり、気軽に取り組める」を選んだ３０名）  

 
Q4 細分化したレポートは、学習内容の把握がしやすいですか（８１名）  

 

Q5 学習内容を把握しやすい理由をお聞かせください。（Q4 で「把握しやすい」を選んだ５２名）  

 

64%

36%
1ページの問題の量が少なくなり、気

軽に取り組める

高校講座を見て、その高校講座に対

応した問題が出題されている

70%

30% 集中力が持たない

隙間時間（移動時間やバイトの休憩

時間）で、レポートに取り組みたい

64%

36%
把握しやすい

把握しにくい

44%

42%

14%
高校講座の内容ごとにレポートが細分化されて

おり、理解しやすい

学習内容が絞られており、理解しやすい

集中して取り組めることができるので、理解が

深められる



- 28 - 

 

Q6 オンラインスペース内で高校講座が視聴できることで、学習内容の理解が深まりましたか。

（81 名）  

 

Q7 学習理解が「深まった」という方への質問です。なぜそのように感じますか。  

・高校講座とレポートの内容がリンクしているので分からない所があった時にすぐ番組を見られ

る。 

 

・高校講座を今までよりも深く見るようになることで、高校講座の内容をレポートの内容と紐づ

けやすくなった。 

 

・声（音）を聞いて考えるのと、自分で読むのを合わせると内容が頭に入りやすいから。  

 

・レポート取り組み時に、その都度合った単元の放送をＨＰへアクセスする手間を省いて見返

せるから。 

 

・レポートの内容が講座と照らし合わせてわかるので理解が深まったとおもいます。  

 

・どの内容をやっているのかの把握はしやすい。 

 

・インプットからのアウトプットがやりやすくなった。  

 

・数学が苦手な自分にとっては、一度に放送を見てもどの解法を使用すれば良いのか混乱し

てしまうことがあったため、細分化されたことによりユニットごとの学習内容が目に見えるよう

になったため。 

 

Q８  「変わらない」「深まらなかった」を選んだ方に質問です。なぜそのように感じましたか。  

・放送内容は同じなので。また、自分は普段「ＮＨＫ高校講座」ホームページの「文字と画像で

見る」を開きながら放送視聴をしています。なので NOS 上で視聴できても結局ホームページを

開くことになり労力も変わらなかったです。  

 

 

 

52%41%

7%
深まった

変わらない

深まらなかった
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Q９  細分化したレポートが、取り組みにくい理由は何ですか。  

（Q1 で「細分化されていないレポート」を選んだ３４名）  

 

 

 

 

その他の意見  

・高校講座を見るとなると、動画だから「重くなったり」「回線エラー」だったりで動かない・動

きが悪いことが多かった。ならないほうがいいかと。 

 

・レポートの細分化、というよりＮＯＳ上での高校講座の視聴がやりづらいです。一番大きいのはＮ

ＯＳの混雑の影響か動画を視聴中にＮＯＳが落ちてしまい起動しなおさなければいけない時があり

ます。また、続けて複数の放送を見たいときに一度マイスタディ→教科ページ→見たい放送と手間

が多い。 

 

・まだ放送されてない回のレポート範囲の学習を教科書を読みながら早めに取り組みたいとき

に、新規収録分だと放送視聴のログが取れないためレポートが表示されず、取り組みに遅れ

が生じる。 

 

 

４．  レポート評価比較  

「数学Ⅰ」と「英語 CⅠ（旧カリ：Ｃ英語Ⅰ）」の２科目について、レポート評価比較を行っ

た。比較をしたレポート回数については、数学Ⅰは全７回、英ＣⅠは全８回である。２０２１年度

と２０２２年度のそれぞれの評価の人数と割合については以下の結果となり、それぞれの科目

について教科担当の見解を踏まえ考察していく。なお、評価は A 評価が最も高く、順に B、C、

D という４段階評価をつけている。  

 

 

 

 

 

 

44%

32%

15%

9%

レポート1通分、まとめて課題に取り組みたい

画面の切り替え回数が多い

学習スタイルが変わるので、慣れるまで難しい

その他の意見
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【数学Ⅰ評価（人数）】  

2021 年度  

 
 

2022 年度  

 
 

【数学Ⅰ評価（割合）】  

2021 年度  

 
 

2022 年度  

 
 

まず数学Ⅰレポート評価比較については、スモールステップ法導入により A評価と D評価の割

合が減少し（第２回 D 評価比較除く）、B 評価と C 評価の割合が増加した。 

特に第２回と第６回の A評価の割合が低いことについては、特定のユニットで評価を下げる生

徒が非常に多く、結果的にレポート評価である A の割合を下げることになった。具体的には、第２

回レポートのユニット２では因数分解・たすき掛け、第６回レポートのユニット２では二次不等式を

取り扱っている。 

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

A 407 515 415 359 324 187 332

B 218 122 186 184 208 204 176

C 42 28 40 62 61 103 57

D 27 17 28 50 44 117 43

計 694 682 669 655 637 611 608

2022　数Ⅰ 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

A 285 195 268 200 199 64 248

B 311 312 270 258 282 251 211

C 73 127 98 145 115 252 99

D 3 20 12 23 23 24 24

計 672 654 648 626 619 591 582

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

A 58.6% 75.5% 62.0% 54.8% 50.9% 30.6% 54.6%

B 31.4% 17.9% 27.8% 28.1% 32.7% 33.4% 28.9%

C 6.1% 4.1% 6.0% 9.5% 9.6% 16.9% 9.4%

D 3.9% 2.5% 4.2% 7.6% 6.9% 19.1% 7.1%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

A 42.4% 29.8% 41.4% 31.9% 32.1% 10.8% 42.6%

B 46.3% 47.7% 41.7% 41.2% 45.6% 42.5% 36.3%

C 10.9% 19.4% 15.1% 23.2% 18.6% 42.6% 17.0%

D 0.4% 3.1% 1.9% 3.7% 3.7% 4.1% 4.1%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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【英語 CⅠ評価（人数）】  

2021 年度  

 

 

2022 年度  

 

 

【英語 CⅠ評価（割合）】  

2021 年度  

 

 

2022 年度  

 

 

英語ＣⅠのレポート評価比較については、スモールステップ法導入により A評価と D 評価の割

合が減少し（第５回 A 評価比較除く）、B 評価の割合が増加、C 評価の割合についてはレポー

ト回により微増となった。  

 A 評価の生徒層が B 評価へと変化した理由については、先のレポート内容の改変例で述べた

ように、英語ＣⅠはスモールステップ法導入に伴い、教科書にはない問題の作成や英作文問題

の増加など、各回の問題の難易度をあげたことが理由として考えられる。  

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

A 528 574 554 567 516 515 530 533

B 65 45 57 41 68 62 54 47

C 12 5 6 5 12 10 4 3

D 63 30 17 10 13 17 11 5

計 668 654 634 623 609 604 599 588

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

A 448 441 498 515 533 460 522 429

B 171 178 114 72 68 127 59 141

C 32 16 16 24 1 9 9 7

D 6 4 6 7 3 4 4 2

計 657 639 634 618 605 600 594 579

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

A 79.0% 87.8% 87.4% 91.0% 84.7% 85.3% 88.5% 90.6%

B 9.7% 6.9% 9.0% 6.6% 11.2% 10.3% 9.0% 8.0%

C 1.8% 0.8% 0.9% 0.8% 2.0% 1.7% 0.7% 0.5%

D 9.4% 4.6% 2.7% 1.6% 2.1% 2.8% 1.8% 0.9%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

A 68.2% 69.0% 78.5% 83.3% 88.1% 76.7% 87.9% 74.1%

B 26.0% 27.9% 18.0% 11.7% 11.2% 21.2% 9.9% 24.4%

C 4.9% 2.5% 2.5% 3.9% 0.2% 1.5% 1.5% 1.2%

D 0.9% 0.6% 0.9% 1.1% 0.5% 0.7% 0.7% 0.3%

計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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数学Ⅰと英語ＣⅠのレポート評価比較を通して、最も多いレポート評価 A の生徒層が少なくな

り、レポート評価 D の生徒が少なくなったことが分かる。  

A 評価の減少については、スモールステップ法導入により、これまで水面下にあった生徒の苦

手問題についてより細かく評価をつけることができたことが考えられる。生徒自身が自分の苦手

に気づき、また、再提出となったユニットについてはそのステップを超える必要が出てくることで、よ

り生徒の学習を深めることができる。また、各教科担当は生徒の苦手問題についてより明確に認

知できることで、試験問題の作成等にあたって、より生徒の学習効果をはかる教材づくりができる

ようになった。 

D 評価の減少については、これまでのレポート１回分では学習量が多く感じられることがハード

ルとなり、レポートを作成、提出することに負担を感じていた生徒に対して、スモールステップ法導

入が学習の意欲を向上させ、完了までの学習量の少ない１つのユニットへ集中して取り組むこと

ができ、結果的に１レポート分の学習を進めやすくなったと考察できる。 

 

 

Ⅳ まとめと課題  

本研究では、「ＮＨＫ高校講座」視聴の「スモールステップ法（レポートの細分化）」を導入し

たことにより、学習意欲と学習効果が向上するという推察・仮説を立てレポート内容を改変した。  

 「スモールステップ法」を用いることにより、以下の内容で成果を上げることができた。  

①  「ＮＨＫ高校講座」における、放送ごとの学習項目の配置が適正であることが分かった。  

学習項目が指導要領を逸脱したものの場合は、この「スモールステップ法」を導入すること

が困難であった。 

 

② 「スモールステップ法」を導入したことにより、生徒自身が取り組む時間も細分化することが

できた。このことにより、短時間でも NOS にアクセスする習慣が付き、学習を進める生徒が増

加した。また、以前のレポートでは課題の量が多く、集中力が持たない生徒もいた。しかし、範

囲が絞られた学習によって、集中して課題に取り組むことができた。  

 

③ 今までは、レポート内容の範囲が広すぎたために、生徒の苦手分野や取り組ませる課題の内

容自体の問題点に気が付きにくい状態となっていた。しかし、「スモールステップ法」により、

生徒が苦手な分野を教員側でも理解しやすくなった。また、問題点がある課題などへの注意

喚起や補足説明の資料などを作成・配布でき、手厚い指導に役立てることができている。  

 

 

しかし、「スモールステップ法」を導入したことによるデメリットも存在する。  

それは、単純なもので「画面の切り替え回数が多い」「添削依頼のボタンが多くなったので、確

認が一度にできず面倒である。」などもあるが、「１つのレポートが多岐にわたるので、前に取り組

んだユニットの見直しが大変」「NOS の混雑の影響か動画を視聴中にＮＯＳが落ちてしまい起

動しなおさなければいけない」などの声も多数上がっている。なぜ、「画面の切り替え回数が多い」

「添削依頼のボタンが多くなったので、確認が一度に出来ず面倒である。」の声が上がってしまっ
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たかに関しては、「スモールステップ法」の教員からの周知が十分ではなかったことが原因である。

教員側もユニット単位での出題に慣れておらず、理解にばらつきがある状態で作成したことによ

り、学習効率が上がるには、どのようなユニットの構成にした方がよいかなどの考えに至らなかっ

た。実際にあった事例として、以前まで用いていた紙ベースでのレポートを、大問毎に細分化を行

った。このことにより、適正な細分化より、さらに細かく細分化されてしまい、画面切り替え（ユニッ

ト）が無駄に多く、課題内容を確認しづらい構成となってしまった。このことは学習者に大きな負

担をかけたと考える。また、「１つのレポートが多岐にわたるので、前に取り組んだユニットの見直

しが大変」という指摘に関しては、ボタン操作が多くなることにより、復習がしにくい状況になった

と考える。改善方法として、次年度のシステム改修で、取り組んだレポートを紙に印刷できるような

システムの実装を考えている。「ＮＯＳの混雑の影響か動画を視聴中にＮＯＳが落ちてしまい起動

しなおさなければいけない」に関しては、提供開始直後に見られた状況で、ＮＯＳ側のサーバース

ペックを見直すことで問題は解決した。  

今後の課題として、現在の学習環境であるＮＯＳは開発から７年が経過している。この間に、

様々な学習環境の変化があり、学習を開始するまでの画面遷移などで改修を重ねており多少の

増築感が否めない。２０２３年度には新しいネット学習システム（次期ＮＯＳ）の開発を予定して

おり、２０２４年度の運用が始まるまでに、生徒が学習を始めるまでの導線の整理が必要になる。

また、観点別の評価に関しても、現在は科目内での手計算での評価算出となっているが、２０２４

年度以降は、全科目で「スモールステップ法」を導入することにより、ユニットあるいは設問ごとに

観点別の評価項目を設けて、評価を確定することができるように対応する必要がある。  

最後に、本研究での結果に関して、アンケート調査とレポート評価の比較などから、問題点は

あるが、ある一定の効果があったということが考察できたことを報告する。 


